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 近 年 、 日本 に お いて は 、 市街 化 区 域に 過 大 に編 入 さ れた 農 地 をめ ぐ っ て、 都

市農 地 と 都市 農 業 がそ の 多 様な 機 能 によ り 再 評価 さ れ る一 方 、「 農 産 物を 供給

する 機 能 」が 都 市 住民 の 食 料安 全 保 障の 観 点 から は 捉 えら れ て いな い 。 一方 、

世界 に 感 染を 広 げ た新 型 コ ロナ ウ イ ルス 感 染 症（ C O V I D - 1 9） は 、 都市 食 料供

給シ ス テ ムの 分 断 をも た ら した が 、 都市 農 業 は食 料 安 全保 障 と 人々 の 生 計へ の

悪影 響 を 緩和 し て おり 、 危 機に 際 し て回 復 力 をも た ら すロ ー カ ル・ フ ー ドシ ス

テム の 利 点が 明 ら かと な っ てい る 。 今後 、 よ り一 層 ロ ーカ ル ・ フー ド シ ステ ム

を都 市 の 食料 安 全 保障 の 確 保に つ な げる た め には 、 そ れを 支 え る 都 市 農 地 の 保

全が 重 要 とな っ て くる 。  

 こ れ ま での 都 市 農業 論 で は、 食 料 供給 と い う農 地 固 有の 機 能 に関 す る 立地 の

分析 が 不 足し て い たた め に 、 市 街 地 と農 地 の 混在 合 理 性に つ い て食 料 安 全保 障

の観 点 か らの 説 明 は不 十 分 であ っ た 。 そ の た め、 都 市 農業 に よ る生 鮮 野 菜の 供

給機 能 は 、多 く の 場合 、 供 給量 か ら しか 評 価 され ず 、 市街 化 調 整区 域 か らの 供

給で 代 替 可能 と の 議論 に 抗 し得 な か った 。 そ こで 本 研 究で は 、 ロー カ ル ・フ ー

ドシ ス テ ムの 観 点 から 市 街 地と 農 地 の混 在 合 理性 を 示 し、 そ れ を起 点 と して 都

市農 地 保 全の あ り 方を 提 示 する こ と を目 的 と した 。  

都市 農 業 の再 評 価 を背 景 と した 都 市 農地 制 度 の近 年 の 見直 し は 、生 産 緑 地の

不安 定 性 を減 じ た が、 相 続 時に 所 有 者側 の 意 思で 転 用 され て し まう と い う、 よ

り根 本 的 な問 題 に 対し て は 限界 が あ る こ と を 示し た 。  

本研 究 で はロ ー カ ル・ フ ー ドシ ス テ ムを 、「生 産 者 と消 費者 の 地 理的 近 接 性

と相 互 信 頼を 土 台 とし た 手 法に よ り 、食 料 を 直接 供 給 する こ と で地 域 に おけ る



社会 問 題 を解 決 す るフ ー ド シス テ ム 」と 規 定 した 。 そ の上 で 、 都市 住 民 の 食 料

安全 保 障 の確 保 を 解決 す べ き社 会 問 題の 中 心 に据 え た 。 な お 、 本研 究 で は海 外

にな ら い 、 食 料 安 全保 障 の 概念 に 個 人レ ベ ル の食 料 へ のア ク セ スを 含 む 。  

ロー カ ル ・フ ー ド シス テ ム を構 成 す る生 産 ・ 供給 方 法 の一 つ と して 、 C S A

と産 消 提 携に 着 目 した 。 野 菜セ ッ ト 取引 で は 市場 流 通 を介 さ な いた め 、 独自 の

配送 が 課 題と な る 。 都 市 部 にお け る 事例 調 査 によ り 、 生産 者 と 消費 者 の 地理 的

近接 性 は 、関 係 継 続に 有 利 に作 用 す る こ と を 示し た 。 また 、 都 市部 に お ける 生

産者 に よ る 移 動 販 売 の 事 例 調査 か ら 、 そ の 成 立条 件 に は、 生 産 者の 居 住 地か ら

停車 販 売 場所 の 地 域ま で の 距離 が 関 係し 、 両 地は 近 接 して い る 方が よ り 有利 で

あ る こ と を示 し た 。以 上 よ り 、 市 街 地に 混 在 する 都 市 農地 の 存 在は 、 ロ ーカ

ル・ フ ー ドシ ス テ ムを 構 成 する 供 給 方法 を 支 え、 生 産 者と 消 費 者の コ ミ ュニ テ

ィ形 成 、 関係 継 続 に寄 与 す るこ と を 示 唆 し た 。  

次に 、 市 街地 に 混 在す る 生 産緑 地 の 保全 が ロ ーカ ル ・ フー ド シ ステ ム の 維持

につ な が るこ と を 関東 地 方 の庭 先 直 売と 生 産 緑地 の 関 係か ら 示 した 。 市 区レ ベ

ル及 び 経 営レ ベ ル いず れ も 生産 緑 地 の存 在 が 、市 街 化 区域 内 の 野菜 の 庭 先直 売

の設 置 に 正の 影 響 を与 え て いる こ と 、市 街 化 区域 内 の 野菜 庭 先 直売 農 家 にお い

て庭 先 直 売は 重 要 な販 売 チ ャネ ル と なっ て い るこ と 、 近所 の 徒 歩圏 内 の 住民 が

野菜 の 庭 先直 売 の 顧客 層 に 含ま れ て いる こ と を明 ら か にし た 。  

生産 緑 地 の保 全 を いか に 図 るか 、 と いう 視 点 から 、 川 崎市 の 都 市農 地 保 全施

策を 概 観 した の ち 、農 地 所 有者 の 意 思に 生 産 緑地 の 保 全の 成 否 がか か っ てい る

こと を 確 認し た 。 生産 緑 地 の維 持 意 向と 農 家 属性 と の 関係 を 分 析し た と ころ 、

後継 者 の 存在 と 単 位面 積 当 たり 農 業 粗収 益 に は生 産 緑 地の 維 持 意向 に 正 の影 響

がみ ら れ た。 ま た 、農 家 居 住地 の 地 価と 生 産 緑地 の 維 持意 向 の 関係 は 明 瞭で は

なか っ た 。生 産 緑 地の 保 全 では 、 立 地を 考 慮 に入 れ な がら 、 高 路線 価 地 域に お

いて は 営 農支 援 と は別 次 元 の方 策 が 必要 で あ るこ と が 示唆 さ れ た。  

続い て 、 川崎 市 を 対象 に 、 生産 緑 地 の立 地 と 野菜 庭 先 直売 の 立 地の 関 係 、お

よび そ れ らが ロ ー カル ・ フ ード シ ス テム の 機 能に も た らす 効 果 との 関 係 を分 析

した 。 結 果、 約 ７ 割の 野 菜 庭先 直 売 が生 産 緑 地か ら 3 0 m 以内 に 位 置し て お

り 、 6 5 歳 以 上の 高 齢者 2 8 . 7 千 人 が 食 料品 ア ク セス 困 難 地域 に 居 住し 、 う ち

5 3 . 3％ 、 1 5 . 3 千 人 が野 菜 庭 先直 売 の 半径 5 0 0 m 圏 内に 居 住す る と 推計 さ れ た 。  

その 上 で 、生 鮮 野 菜ア ク セ スの 改 善 をも た ら す立 地 の 生産 緑 地 を把 握 し 、ロ

ーカ ル ・ フー ド シ ステ ム の 観 点 か ら 生産 緑 地 の う ち 保 全優 先 度 の高 い 農 地 の 特

定を 試 み た。 中 で も高 路 線 価に よ っ て維 持 意 向が 弱 く 、生 産 緑 地の 指 定 解除 を

回避 す る 手立 て が より 重 要 とな る 生 産緑 地 の 町丁 を 抽 出し た 。 最後 に 、 生産 緑

地転 用 の 根本 問 題 を 解 決 す る 自 治 体 によ る 生 産緑 地 公 有地 化 の 可能 性 を 検討 し

た 。  

 本 研 究 の結 論 は 、次 の ２ 点で あ る 。 第 一 に 、 生 産 者 と消 費 者 のコ ミ ュ ニテ ィ

形成 、 関 係継 続 へ の 寄 与 、 生鮮 野 菜 アク セ ス 改善 へ の 寄与 か ら 、 市 街 地 と農 地

の混 在 に は合 理 性 が認 め ら れる 。第 二 に 、都市 農 地 保全 に おい て は 、ロ ーカ ル・

フー ド シ ステ ム に 資す る 立 地の 都 市 農地 を 重 点的 に 保 全す べ き であ る 。  


